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〜〜  
冬冬  

至至  

〜〜  

 

今
月
二
十
一
日
は
冬
至
で
す
。
一
年
で
最
も
日
照

時
間
が
短
い
日
で
あ
り
、
ま
さ
に
冬
に
至
る
と
い
う

文
字
の
通
り
、
冬
の
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
時
期
で
す
。 

 

古
代
に
お
い
て
は
、
一
年
の
暦
の
起
点
と
な
る
神

聖
な
日
と
さ
れ
、
東
洋
西
洋
を
問
わ
ず
、
冬
に
行
わ

れ
る
様
々
な
行
事
の
根
幹
に
は
冬
至
に
ま
つ
わ
る
も

の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

日
本
で
は
、
冬
至
は
「
一
陽
来
復
」
と
も
言
わ
れ
、

太
陽
の
チ
カ
ラ
が
一
番
弱
く
な
る
こ
の
日
を
過
ぎ
れ

ば
、
あ
と
は
太
陽
が
チ
カ
ラ
を
再
び
取
り
戻
し
て
い

く
大
切
な
日
と
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
日
に
柚
子
湯
に

入
っ
た
り
、
小
豆
粥
を
食
べ
た
り
、
南
瓜
を
食
べ
る

の
も
、
心
身
の
チ
カ
ラ
を
再
び
活
発
に
し
て
い
く
と

い
う
意
味
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。 

 

衆
議
院
総
選
挙
を
経
て
、
こ
れ
か
ら
の
国
政
を
担

う
新
内
閣
に
は
、
こ
の
国
の
チ
カ
ラ
も
再
び
取
り
戻

す
よ
う
、
真
摯
な
治
世
を
と
願
い
た
い
も
の
で
す
。 

 

〜〜  

茶茶
屋屋
町町
キキ
ャャ
ンン
ドド
ルル
ナナ
イイ
トト  

〜〜  
 

今
月
十
二
日(

水)

の
午
後
六
時
か
ら
午
後
十
時
ま

で
、
茶
屋
町
界
わ
い
で
は
、
電
気
の
照
明
を
控
え
て
、

ロ
ウ
ソ
ク
の
灯
り
で
街
を
明
る
く
す
る
、「
百
万
人
の

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
＠
大
阪
市
二
〇
一
二
冬
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
方
々

に
よ
る
キ
ャ
ン
ド
ル
作
品
が
茶
屋
町
一
帯
で
展
示
さ

れ
ま
す
。
ま
た
今
回
は
、
梅
田
東
地
域
の
子
ど
も
会

と
し
て
初
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
夢
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
行
燈
展
」
と
し
て
、
地
域
の
お

子
さ
ん
方
の
作
品
も
展
示
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

 

〜〜  

桂桂
佐佐
んん
吉吉
ささ
んん
落落
語語
会会  

〜〜  
 

今
月
九
日(

日)

の
午
前
十
一
時
頃
か
ら
、
茶
屋
町
の

御
旅
社
で
人
間
国
宝
、
桂
米
朝
さ
ん
の
お
弟
子
さ
ん

の
桂
佐
ん
吉
さ
ん
の
落
語
会
が
開
か
れ
ま
す
。 

(

有
料(

五
百
円
か
ら)

・
開
場
は
午
前
十
時
三
十
分) 

 

※
詳
細
は
米
朝
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 
 

米
朝
事
務
所 

℡
〇
六−

六
三
六
五−

八
二
八
一 

〜〜  

初初
詣詣
のの
ごご
案案
内内  

  

〜〜  

当
神
社
で
は
例
年
通
り
御
本
社
、
御
旅
社
と
も
に 

 

一
月
一
日 

 
 

午
前
０
時
〜
午
後
五
時
頃
ま
で
開
門 

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
新
年
の
お
守
り
、
御
神
札
な

ど
の
授
与
も
午
前
０
時
か
ら
開
始
致
し
ま
す
。 

今
年
一
年
間
の
ご
奉
告
と
、
来
年
一
年
間
の
無
病
息

災
を
併
せ
て
初
詣
に
ど
う
ぞ
お
参
り
下
さ
い
。 

 

〜〜  

御御
神神
札札
のの
祀祀
りり
方方  

〜〜  
 

基
本
的
に
は
、
お
受
け
に
な
ら
れ
る
方
が
一
番
大

事
に
し
た
い
神
さ
ま
の
御
神
札
を
お
祀
り
に
な
ら
れ

れ
ば
結
構
で
す
が
、
本
義
に
基
づ
い
て
お
祀
り
さ
れ

る
の
で
あ
れ
ば
、
①
伊
勢
神
宮
、
②
地
元
の
氏
神
さ

ま
の
御
神
札
、
③
個
人
的
に
崇
敬
さ
れ
て
い
る
お
宮

の
御
神
札
を
お
祀
り
さ
れ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。 

         

〜〜  

新新
年年
祈祈
祷祷
にに
つつ
いい
てて  
〜〜  
 

新
年
の
ご
祈
祷
に
つ
き
ま
し
て
は
必
ず
年
内
に
御

電
話
等
で
ご
予
約
下
さ
い
。
飛
び
入
り
で
は
お
断
り

す
る
事
も
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、
一
月
四
日
か
ら
七

日
に
か
け
て
は
、
茶
屋
町
の
御
旅
社
で
は
ご
祈
祷
は

お
受
け
付
け
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。 

  

御
本
社
＝
〇
六-

六
三
六
一-

二
八
八
七 

  

御
旅
社
＝
〇
六-

六
三
七
一-

一
五
八
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神神
社社
携携
帯帯
ササ
イイ
トト
のの
ＱＱ
ＲＲ
ココ
ーー
ドド  

  
 

ド
コ
モ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、 

ａ
ｕ
、
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ 

対
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著 
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秀 
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三社造りの神棚の場合 

一社造りの神棚の場合 


